
1 受 付 件 数   277 件
（令和８年度累計 277 件）
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２　主な介護保険相談の内容（令和８年４月～６月分）

　相＝相談　苦＝苦情

相談等の内容（概要） 対      応

相

相談者は、がんの告知を受け、今後の生
活に向けた準備等を行っている。入退院
を繰り返すことになりそうだが、自宅に
戻った際の生活に不安があるため、介護
保険について知っておきたい。

介護保険の申請からサービス利用開始まで
の流れを案内し、サービスの種類についても
併せて説明した。申請のタイミングについては
病院の相談員等に相談してみるよう助言し
た。申請から認定結果が出るまでに、１か月
半程度を要するが、すぐにサービスの利用を
開始したい場合は、暫定利用が可能であるこ
とを注意事項と併せて説明した。また、高齢者
あんしん相談センターの機能を説明し案内を
した。

相
相談者の近隣住民に、89歳になる高齢
者がいる。介護保険を勧めたい。

住所地を管轄する高齢者あんしん相談セン
ターを案内し、同センターに連絡することで、
手続きのために職員が自宅を訪問することも
可能である旨を伝えた。

相

相談者の妹は、57歳の第2号被保険者で
ある。昨年、右大腿骨骨頭壊死により、
人工関節の手術を行った。手足の痺れも
あり、歩行器を使っている。介護保険の
申請はできるか。

65歳未満の第2号被保険者の場合、介護保険
の申請をするには、特定疾病の要件を満たす
必要があることを説明した。まずは、ご本人の
病状がこの要件に該当するかどうか、主治医
に相談してみるよう勧めた。

相

相談者は、有効期間が満了した介護保
険被保険者証を持参し来庁。少し前に玄
関で転倒し、右手を骨折してしまった。玄
関のアプローチや上がり框に手すりを付
けたいが、どうしたらよいか。

手すりの取付費用の助成についても案内した
うえで、改めて介護保険の認定申請を勧め、
住所地を管轄する高齢者あんしん相談セン
ターを案内した。

（８）サービス提供、
　　保険給付

苦

相談者は自宅で母の介護をしている。担
当ケアマネジャーとは、以前から連絡が
取れない状況が続いていた。母の状態に
ついて尋ねても、デイサービス事業所で
会い確認できているため問題ないと話
す。母の状態が明らかに悪化していると
感じ、要介護区分変更申請を依頼してい
たがなかなか対応してもらえずやっと変
更申請ができたところ、介護度が上がっ
ていた。もっと早くに介護度が上がってい
たら、より多くのサービスを使えたはずで
ある。さらに、この度ケアマネジャーから
事業所を廃止する予定なので新しいケア
マネジャーを紹介すると言われた。新しい
ケアマネジャーとは契約も済み問題ない
が、これは運営基準違反ではないか。

相談者に対し、相談内容を関係部署で共有す
ることを説明した。その後の区の対応方針に
関しては連絡不要とのことを踏まえ、関連部
署と情報共有を行い対応は終結となった。

区   分

２

（１）要介護認定



　相＝相談　苦＝苦情

相談等の内容（概要） 対      応

相

相談者と同居する母の認知症が進んでき
た。そろそろ施設入所を視野に入れてい
るが、特別養護老人ホームに申し込むこ
とは可能か。

特別養護老人ホームへの新規入所申し込み
は、原則として要介護３以上が対象となる。将
来の特別養護老人ホームへの入所を視野に
入れ、まずはショートステイ利用から始め、施
設に慣れながら本人の状態に応じて老人保
健施設、特別養護老人ホームと段階的に施
設選定を検討していく方法を提案した。

相
相談者の母は要介護1の認定を受けてい
る。将来的には施設入所を検討している
が、どのような施設があるのか知りたい。

介護サービス事業者ガイドブック「ハートペー
ジ」を用いて介護保険施設3種及び認知症グ
ループホーム、有料老人ホーム等の特徴と対
象を説明した。

相

相談者の家族は要介護認定を受けてい
るが、令和8年8月末で有効期間が切れる
予定である。現在、訪問リハビリサービス
を利用しているが、仮に更新手続きを行
わなかった場合、リハビリはどうなるの
か。

介護保険の更新手続きを行わなず、有効期
間が満了した場合は、介護保険サービスとし
ての訪問リハビリテーションは利用できなくな
る。その場合、医療保険でリハビリテーション
の利用が可能かどうかについて、主治医に確
認する必要があるため、介護保険の更新申
請手続きを行うよう勧めた。

相
父が近く転院することになった。介護タク
シーを利用する予定だが、費用助成はあ
るのか。

介護保険にタクシー代の支給及び助成はない
ことを伝えた。転院に際し、介護タクシーが必
要であれば、病院相談員に相談することで、
手配を依頼できる可能性もあると助言した。
身体障害者手帳4級を保持しているとのことか
ら、運賃割引利用の可否についても確認を勧
めた。

相

相談者のパートナーは、要介護1の認定
を受けているが、特に介護保険サービス
を利用していなかった。しかし、そろそろ
必要性を感じてきたので、どうすればよい
か教えてほしい。

在宅で介護保険サービスを利用するために
は、ケアマネジャーを選定する必要があること
を説明した。区として特定の居宅介護支援事
業所を斡旋することはできないため、「介護・
医療機関情報検索システム」の居宅介護支援
事業所の空き情報から複数の事業所を案内
した。

区   分

３

（９）その他


